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中期経営計画概要



事業ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ変革

1

電動化の進展で減少が見込まれる分野を中心に寄せ停め等を進め、
新規事業分野 (電動関連部品、非自動車部品)拡大への原資確保を加速

売上

電動関連

制動･足回り・操舵

ｴﾝｼﾞﾝ･変速機

鉄道・油圧

寄せ停め、整流化

’24 ’30
年度

新規事業分野の拡大
・主力製品の海外展開

・ｺｱ技術を活かした新規分野の拡大 他

・生産ﾛｽ低減、在庫適正化 等

・寄せ停め、整流化

新規事業分野への原資確保
（人・ｽﾍﾟｰｽ・資金）

ﾘ
ｿ

‐ｾ
ｽ
ｼ
ﾌ
ﾄ

非自動車

自

動

車



HEV用高付加価値製品

◆ｺｲﾙ､樹脂ﾓｰﾙﾄﾞ化した
ﾘｱｸﾄﾙｻﾌﾞAssy開発中

2025 2027 20302023

■HEV関連拡販

■新規開発

磁性材事業

電動制御ﾕﾆｯﾄ

重点3事業 磁性材事業戦略

HEV用次世代ﾘｱｸﾄﾙ

★電動車用製品を全方位で対応

・HEVは､増量対応と高付加価値製品開発
・BEVは､変圧関連製品開発を加速

★設計から生産まで内製一貫
・新磁性材料開発､磁気回路設計､

工程設計､試作から生産ﾗｲﾝまで対応

HEV用第4･第5世代ﾘｱｸﾄﾙ

◆HEV拡大に合せ量拡大
(現在380万台/年)

BEV用製品

増加 新規

HEVからBEVまで､全ての電動車に関わる製品の量対応と開発を加速

◆BEV拡大を見据え
変圧用製品開発中

第4世代
第5世代
ﾘｱｸﾄﾙ

充電用
製品

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ
高付加価値

製品 ・HEV拡大に合せﾘｱｸﾄﾙ増産

・ﾘｱｸﾄﾙｻﾌﾞAssy開発
・BEV用製品開発

◆高効率､高周波､小型化対応で
新規開発中

次世代
ﾘｱｸﾄﾙ

想定
売上高



◆電動車拡大に伴い､HEV･PHEV･FCEV用ﾘｱｸﾄﾙ380万台/年まで増強。現在､次世代
ﾘｱｸﾄﾙ及び高付加価値なｻﾌﾞAssy製品に合せ､全方位として､BEV用製品開発中

重点3事業 磁性材事業戦略(年表)

HEV
（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ)

PHEV
(ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ)

BEV(電気自動車)

2020

ｽﾓｰﾙ

2025 2030

変圧用製品

第4世代ﾘｱｸﾄﾙ

次世代ﾘｱｸﾄﾙ

FCEV(燃料電池車)

第5世代ﾘｱｸﾄﾙ

春日井#1

春日井#2

滋賀#3

滋賀#4

滋賀#5

春日井#1

春日井#2

東北#3

高付加価値化 ﾘｱｸﾄﾙｻﾌﾞAssy

※未定（第4世代市場拡大）

移行時期未定

第5・次世代への
移行時期未定

ﾗｰｼﾞ

ﾐﾃﾞｨｱﾑ

180万台/年
（2023年実績）

198万台/年
（2024年見込み）

移行時期未定

移行時期未定

移行時期未定

※第4世代リアクトルを使用（既存市場）



ﾌﾞﾚｰｷ関連製品

磁性材事業 重点3事業 鉄道事業戦略

高付加価値製品

★国内外ｼｪｱ拡大と非鉄道製品開発

・特許技術製品の国内採用とｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ拡販
・産業機械製品開発の加速

★鉄道で培った材料開発と技術

・耐摩耗性と集電性の二律背反性能を
両立した材料開発と設計技術

ﾊﾟﾝﾀｸﾞﾗﾌ関連製品

◆鉄系､銅系ｽﾘ板国内ｼｪｱ拡大
◆ｶｰﾎﾞﾝ系ｽﾘ板国内及び

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ拡販
(特許製品)

◆国内ｼｪｱ拡大
◆次期新幹線ﾌﾞﾚｰｷ開発

非鉄道製品

増加 新規

鉄道製品のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開と高付加価値製品､非鉄道製品開発の加速

◆産業機械製品開発
(集電部品・溶接ﾁｯﾌﾟなど)

ﾊﾟﾝﾀｸﾞﾗﾌ
関連製品

高付加価値
製品

◆接地ﾌﾞﾗｼ採用拡大
(電流を線路に流す
装置部品）

ﾌﾞﾚｰｷ
関連製品

2025 2027 20302023

■鉄道製品

■次期鉄道車両､高付加価値製品

・国内鉄道への採用拡大
・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開

■非鉄道製品

想定
売上高



手術台

油圧製品のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開と高付加価値製品､非油圧製品開発の加速

ﾘｸﾗｲﾆﾝｸﾞ

昇降

ｽﾗｲﾄﾞ
横転

足折

昇降

昇降

縦転

磁性材事業 重点3事業 油圧事業戦略 増加 新規

高付加価値製品

CT･MRIﾃｰﾌﾞﾙ昇降用ﾎﾟﾝﾌﾟ

歯科椅子昇降用ﾎﾟﾝﾌﾟ

◆より高圧力化､高速化対応する
事で国内外へ拡販

◆世界的に高い知名度を活かし
国内外へ拡販

◆お客様ﾆｰｽﾞに合せｶｽﾀﾏｲｽﾞ製品
開発(ｼﾘﾝﾀﾞｰ､直流式ﾎﾟﾝﾌﾟなど)

非油圧製品

◆産業機械製品開発
(無人搬送車昇降装置､
切粉圧縮装置など)

2025 2027 20302023

■既存製品国内販売

■既存製品海外販売

■国内外への拡販

■非油圧製品

・高い認知度を誇る医療機器用を拡販
・産業機械製品開発の加速

★電動ｱｸﾁｭｴｰﾀｰより優位な技術

・焼結ｷﾞﾔによる静音､低振動､耐久性
高出力､省ｽﾍﾟｰｽ化を実現

★国内外ｼｪｱ拡大と非油圧製品開発

歯科椅子

CTｽｷｬﾅｰ

想定
売上高
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昆虫食チーム作成中 新規事業（昆虫食事業）

2025 2027 20302023

■食品･ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ

売上
金額

美味しさの追究

◆焙煎と微粒化によるｴﾋﾞ・ｶﾆの
風味ｱｯﾌﾟ

高栄養価の活用

食としての安全・安心

◆食品承認を受けたｺｵﾛｷﾞ品種
(EU認証)

◆徹底的に衛生管理した国内養殖

24年下期販売計画

安全・安心・ｸﾘｰﾝ・美味しさで新たな市場へｱﾌﾟﾛｰﾁ

◆こおろぎらーめん(4種類)
◆ｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ、ﾌﾟﾛﾃｲﾝｺｰﾋｰ

◆高ﾀﾝﾊﾟｸ、高ｱﾐﾉ酸

■新商品

企業及び地域連携によるｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ強化

焙煎

生体養殖

製粉化

OEM商品化

協力企業

協力企業

3つこだわり
ｺｱ技術を活用した差別化で
昆虫食事業の市場開拓

社会福祉法人

ﾉｷｼﾀﾌﾟﾚｲｽ

24年 ﾌﾟﾛﾃｲﾝ展示会に出展



自動車(ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾅﾙ)製品事業戦略

将来の成長戦略を支える原資を稼ぐためにモノづくりを改革

操舵(ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ)・車体製品

★競争力確保

・未来Factoryによるモノづくり改革
・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙでの最適生産化

★高効率化(生産集約)

・減少する製品群の寄せ停め

◆競争力確保
◆新製品開発

足回り(ｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰ)製品

制動(ﾌﾞﾚｰｷ)製品

◆競争力確保
◆増量対応

◆競争力確保
◆新製品開発
◆増量対応

増加 維持 減少

<ｴﾝｼﾞﾝ･変速機製品>

<制動･足回り・操舵製品>

高効率化
(生産集約)

ｴﾝｼﾞﾝ製品

変速機製品

◆燃費向上部品競争力確保
◆寄せ停め

◆電動車用部品競争力確保
◆寄せ停め

ｴﾝｼﾞﾝ
製品

変速機
製品

制動
製品

足回り
製品

操舵
製品

競争力確保
未来Factory



既存設備改造

品質の高精度安定化

◆新開発ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｻｲｼﾞﾝｸﾞによる
精度安定化

◆AI活用による寸法
自動調整

◆他拠点及びｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開を
踏まえ､既存設備改造を推進

◆搬入出装置はｱﾄﾞｵﾝ方式

24H無人運転

磁性材事業 モノづくり改革『未来Factory』

自工程保証・ﾄﾚｻﾋﾞﾘﾃｨ

★圧倒的な品質と競争力でｸﾞﾛｰﾊﾞﾙへ展開

・不良が出ない､流れないﾓﾉづくり革新
・匠の技をﾃﾞｼﾞﾀﾙ活用により定量化
・今後も継続される製品群の競争力確保

生産ｼｽﾃﾑ・集中管理

◆生産ｼｽﾃﾑ(MES)
◆生産状況の集中管理

(出来高､可動率､不良率)

◆無人搬送による工程間搬送
◆焼結炉全自動化
◆多品種少量生産対応

(自動倉庫)

圧倒的な品質と競争力の未来Factoryをｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに順次展開

◆自動検査
(製品精度､外観ｷｽﾞ､錆など)

◆QRｺｰﾄﾞによるﾄﾚｻﾋﾞﾘﾃｨ

不良率 省人化 省設備 製造原価

不良ｾﾞﾛ

現状 未来F 現状 未来F 現状 未来F 現状 未来F

自動検査

無人搬送

全自動焼結炉

集中管理

高精度矯正

高精度加工 生産ｼｽﾃﾑ

ﾄﾚｻﾋﾞﾘﾃｨ

★春日井工場にて量産開始(24年10月)



再編後４拠点現状６拠点

山科工場
FS三信

要
員

(人
)

人財活用

創出された
ﾘｿｰｾｽ

現状 再編後

滋賀春日井

川越

FS三信 FS東北
(子会社)(子会社)

滋賀春日井

設備稼働率

山科

FS東北
(子会社)

(子会社)

川越 FS三信
＊川越工場内移転

＋

移転

鉄道事業
専用工場へ 設

備
稼

働
率

(%
)

現状 再編後

25%向上

⇒ 滋賀工場(または他拠点)へ移管
⇒ 川越工場内へ移転

磁性材事業モノづくり改革『自動車焼結事業国内拠点再編』
★生産集約によるﾓﾉづくり効率化

・生産性(設備稼働率)向上
・ﾘｿｰｾｽの重点事業､新規事業への

重点投入

将来の成長戦略を支える原資を稼ぐために生産集約を加速

新規事業・
組織強化など

他拠点
移管
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ｳｪﾙﾈｽ経営を通じ、従業員ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄの向上を目指し、企業価値の最大化に取り組む

成長・挑戦の促進

「人財育成」

「人事制度改革」

１on１の質向上

ﾌﾟﾛ人財育成

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ層の育成

組織力強化

「風通しのよい職場」

「現場の余力確保」

内部統制強化

人財最適配置

対話・会話の促進

個人のﾗｲﾌｽﾀｲﾙに柔軟に

対応

「働き方改革」

ＡＩ・ｸﾗｳﾄﾞ活用

育児休暇の取得促進

時差勤務やﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑの最大

活用

ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄが
高い状態を目指す活動

企業価値
最大化

実現のためのﾃｰﾏ 具体的施策

1on1実施100％

全従業員ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝ

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ違反・苦
情 ｾﾞﾛ

年次有給休暇の連
続取得率向上

目標

人的資本投資

～多様な働き方を通じた「全従業員活躍企業」へ～



PBR ROE PER×

利益率向上 資本効率向上 売上・利益成長 資本ｺｽﾄ低減

・営業ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ
・在庫適正化
・資産処分

=

・成長投資
・人的資本投資
・財務健全化
・株主還元

I
N

O
u
t

ｷｬｯｼｭ創出と配分成長分野へのｼﾌﾄ寄せ停め・未来Factory
高付加価値化

寄せ停め・在庫適正化
資産処分

足元の経営基盤強化を優先、中期目標・達成時期は別途再設定

0.7

0.78
0.82 0.84

21/3 22/3 23/3 24/3

資産効率

総資産 総資産回転率

0.5%
1.1%

-
2.5%

1.0%
1.7%

21/3 22/3 23/3 24/3 25/3

営業利益率

資本ｺｽﾄを意識した経営


